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一
近
世
期
を
通
じ
て
『
唐
詩
選
』
の
版
権
を
も
っ
て
い
た
嵩
山
房
（
屋

号
は
須
原
屋
。
小
林
氏
。
代
々
新
兵
衛
と
名
乗
る
）
で
「
唐
詩
選
か

る
た
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
四
代
目
の
小
林
高
英
の
頃
で
あ
ろ
う
。

筆
者
編
『
江
戸
人
、
唐
詩
選
に
遊
ぶ
』（
久
留
米
大
学
文
学
部
創
立
二

十
五
周
年
記
念
特
別
企
画
御
井
図
書
館
貴
重
資
料
展
示
図
録
、
平
成

二
十
九
年
、
久
留
米
大
学
文
学
部
）
に
略
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
か

る
た
は
『
唐
詩
選
画
本
』（
初
編
天
明
八
年
刊
～
七
編
天
保
七
年
刊
）

の
副
産
物
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。『
唐
詩
選
』
を
絵
本
に
す
る
と
い

う
構
想
は
、
高
英
の
祖
父
で
あ
る
二
代
目
小
林
文
由
の
頃
か
ら
あ
り
、

書
籍
商
嵩
山
房
に
と
っ
て
代
々
念
願
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
言
う

（『
画
本
』
初
編
、
小
林
高
英
撰
「
書
二

画
本
唐
詩
選
後
一

」）。
ま
た
『
画

本
』
初
編
で
絵
と
詩
の
本
文
の
揮
毫
を
担
当
し
て
こ
の
事
業
の
実
現

を
後
押
し
し
た
橘
石
峰
は
、『
小
倉
百
人
一
首
』
が
歌
人
の
姿
絵
を
添

え
る
こ
と
で
人
々
に
一
層
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
同
様
に
、

『
唐
詩
選
』
を
絵
本
に
す
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た

（『
画
本
』
初
編
、
橘
石
峰
撰
「
画
本
唐
詩
選
自
序
」）。
こ
う
し
た
言

葉
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
ば
、『
画
本
』
か
ら
「
唐
詩
選
か
る
た
」
が
派

生
す
る
こ
と
や
、
こ
の
か
る
た
の
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、

よ
う
や
く
成
し
遂
げ
た
『
画
本
』
の
絵
を
活
か
し
た
絵
入
り
と
い
う

点
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
自
然
に
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
か
る
た
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
の
「
唐
詩
選
か
る
た
」
に
つ
い
て

大
庭
　
卓
也

要
約中

国
明
代
の
李
攀
龍
撰
と
さ
れ
る
『
唐
詩
選
』
中
の
絶
句
を
か
る

た
に
作
っ
て
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
で
は
行
わ
れ
ず
日
本
独
自

の
習
慣
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
が
国
に
お
い
て
こ
の
唐
詩
総
集
が
い

か
に
親
し
ま
れ
て
い
た
か
を
示
す
現
象
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
『
唐

詩
選
』
受
容
史
の
う
え
で
看
過
で
き
な
い
研
究
課
題
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ま
で
、
嵩
山
房
（『
唐
詩
選
』
関
連
書
を
独
占
し
て
出
版
し
続

け
た
江
戸
の
書
肆
）
が
売
り
出
し
た
「
唐
詩
選
か
る
た
」
に
つ
い
て
、

充
分
な
検
討
は
加
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
よ
っ
て
可
能
な
か
ぎ
り
実

物
に
即
し
な
が
ら
、
こ
の
か
る
た
の
種
類
、
制
作
の
経
緯
、
刊
行
年

時
な
ど
を
考
察
し
て
、
日
本
に
お
け
る
『
唐
詩
選
』
受
容
史
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

『
唐
詩
選
』、
服
部
南
郭
、
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
、
漢
詩
か
る
た
、

割
印
帳
、
蔵
版
目
録
、『
唐
詩
選
画
本
』、
橘
石
峰
、
鈴
木
芙
蓉
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イ　

山
口
吉
郎
兵
衛
氏
『
う
ん
す
ん
か
る
た
』

�

（
昭
和
三
十
六
年
、
私
家
版
）

ロ�
�

山
岸
共
氏
『
江
戸
時
代
刊
行
唐
詩
選
関
係
書
提
要
（
補
訂
稿
）

―
江
戸
時
代
と
唐
詩
選
―
』

�

（
昭
和
六
十
一
年
、
私
家
版
）

ハ�
�

船
津
富
彦
氏
「
古
文
辞
派
の
影
響
―
近
世
日
本
の
唐
詩
選

ブ
ー
ム
を
追
っ
て
（
唐
詩
選
版
本
考
）」

�

（『
明
清
文
学
論
』
所
収
、
平
成
五
年
、
汲
古
書
院
）

ニ�
�

村
上
哲
見
氏
「『
唐
詩
選
』
と
嵩
山
房
―
江
戸
時
代
漢
籍
出
版

の
一
側
面
」

�
�
�（『

日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』
所
収
、
平
成

十
年
、
汲
古
書
院
）

ホ�
�

吉
海
直
人
氏
「「
か
る
た
」
資
料
と
し
て
の
出
版
目
録
」（『
同

志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
、
平
成
十
八

年
三
月
）

ヘ�
�

村
上
哲
見
氏
「『
唐
詩
選
』
の
和
語
解
・
画
本
な
ど
」

�
�
�（『

中
国
文
学
と
日
本　

十
二
講
』
所
収
、
平
成
二
十
五
年
、

創
文
社
）

ト�
�

吉
海
直
人
氏
「
板
か
る
た
の
歴
史
―
会
津
発
祥
説
の
検
討
―
」

�
�
�（『
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
二
十
五
、
平
成
二

十
五
年
六
月
）

チ�
�

同��

氏
「「
漢
詩
か
る
た
」
に
つ
い
て
」

�
�
��（『

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
二
十
六
、
平
成
二

十
六
年
六
月
）

し
か
し
、
先
学
た
ち
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
嵩
山
房
の
か
る
た

の
全
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
第
一
に
実
物
の
捜
索
が

充
分
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
う
ち
、
実
物
に
言
及
す

る
の
は
山
口
氏
と
吉
海
氏
の
み
。
し
か
し
両
氏
と
て
も
数
種
あ
る
嵩

山
房
の
か
る
た
の
一
部
分
し
か
見
て
お
ら
れ
な
い
。
第
二
に
、
割
印

帳
や
書
籍
目
録
な
ど
の
出
版
資
料
の
み
で
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
献
に
は
曖
昧
な
記
載
が
多
く
、
時
に
出
版
物
と
の
照
合

が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
し
な
い
が
た
め
に
し
ば
し
ば
誤
解
を
生

じ
て
い
る
。
た
だ
こ
う
し
た
研
究
上
の
問
題
点
に
は
や
む
を
得
な
い

一
面
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
残
る
嵩
山
房
の
か
る
た
の
数
が
豊
富
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
か
る
た
の
売
れ
行
き
は
、
さ
し
て
芳
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

従
っ
て
、
本
稿
で
は
出
来
る
か
ぎ
り
実
物
に
即
し
た
考
察
を
目
指

し
て
お
き
た
い
。
ま
た
焦
点
を
絞
る
た
め
に
、
嵩
山
房
以
外
の
本
屋

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
各
地
で
作
り
続
け
ら
れ
た
肉
筆

の
詩
か
る
た
は
考
察
の
範
囲
か
ら
外
し
て
お
く
。
早
速
、
嵩
山
房
の

「
唐
詩
選
か
る
た
」
の
種
類
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。

二
江
戸
の
本
屋
仲
間
が
作
成
し
た
出
版
申
請
の
記
録
で
あ
る
割
印
帳

（
朝
倉
治
彦
氏
・
大
和
博
幸
氏
編
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』、
平
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成
五
年
、
臨
川
書
店
）
に
、
嵩
山
房
の
「
唐
詩
選
か
る
た
」
が
見
え

る
の
は
た
だ
の
一
箇
所
。

天
明
七
未
十
二
月

�
唐
詩
選
か
る
た　

全
百
枚　
　

板
元
売
出
し　

小
林
新
兵
衛

�

七
言
絶
句
五
十
首

す
な
わ
ち
天
明
七
年
十
二
月
に
出
さ
れ
た
申
請
で
、『
唐
詩
選
』
の
七

言
絶
句
五
十
首
を
扱
っ
た
か
る
た
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
（
ヘ
）
村

上
論
、（
ホ
）（
ト
）（
チ
）
の
吉
海
論
で
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
嵩
山
房

の
か
る
た
が
天
明
七
年
に
は
刊
行
さ
れ
、
流
通
し
て
い
た
証
と
し
て

お
ら
れ
る
。
だ
が
、
嵩
山
房
の
か
る
た
を
『
画
本
』
の
副
産
物
と
考

え
る
私
は
、
そ
う
考
え
る
の
に
は
た
め
ら
い
を
覚
え
る
。
天
明
七
年

十
二
月
と
言
え
ば
、
ま
だ
『
唐
詩
選
』
の
五
言
絶
句
を
絵
解
き
し
た

『
画
本
』
の
初
編
す
ら
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
出
版
申
請
が
記
録

さ
れ
る
の
は
翌
天
明
八
年
十
二
月
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
し
て
七
言

絶
句
を
絵
解
き
に
し
た
『
画
本
』
の
二
編
と
四
編
は
、
さ
ら
に
遅
れ

て
寛
政
二
年
と
寛
政
四
年
の
刊
行
。
す
な
わ
ち
天
明
七
年
の
時
点
で

は
、
嵩
山
房
は
『
画
本
』
の
絵
を
か
る
た
に
全
く
活
用
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
苦
労
の
末
に
よ
う
や
く
刊
行
し
た
『
画
本
』
を
捨
て
て
、

そ
れ
も
七
言
絶
句
の
『
画
本
』
を
作
ら
な
い
う
ち
に
、
は
た
し
て
嵩

山
房
が
七
言
絶
句
の
か
る
た
を
刊
行
す
る
も
の
か
ど
う
か
。（
チ
）
吉

海
論
に
お
い
て
も
、
右
の
割
印
帳
の
記
載
と
『
画
本
』
初
編
の
刊
行

が
近
接
す
る
こ
と
に
触
れ
、
嵩
山
房
の
か
る
た
は
『
画
本
』
と
ほ
ぼ

連
動
し
て
売
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
以
上
の

よ
う
な
か
る
た
の
申
請
と
『
画
本
』
の
刊
行
の
ず
れ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
余
り
に
大
ま
か
で
、
厳
密
な
指
摘

で
は
な
い
。

次
第
に
述
べ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
七
言
絶
句
五
十
首
の
嵩
山
房
の
か

る
た
は
、
現
品
は
も
ち
ろ
ん
右
の
割
印
帳
以
外
の
文
献
の
う
え
に
も

確
認
で
き
な
い
。
か
つ
て
、
嵩
山
房
の
服
部
南
郭
校
訂
『
唐
詩
選
』

の
諸
版
の
調
査
を
試
み
た
と
き
に
（「
和
刻
『
唐
詩
選
』
出
版
の
盛

況
」、
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
十
三
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
所

収
、
平
成
二
十
四
年
、
汲
古
書
院
。
の
ち
改
稿
し
て
前
述
し
た
筆
者

編
の
図
録
に
付
載
）、
実
存
す
る
本
と
割
印
帳
の
記
載
が
こ
れ
ほ
ど
合

致
し
な
い
も
の
か
と
つ
く
づ
く
驚
い
た
経
験
も
あ
る
。
私
と
し
て
は
、

こ
の
七
言
絶
句
五
十
首
の
か
る
た
の
申
請
記
録
は
、
や
は
り
何
ら
か

の
事
情
で
未
刊
に
終
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
嵩
山
房
内
で
『
画
本
』

と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
か
る
た
出
版
の
企
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
す
る
資
料
と
考
え
て
お
く
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

割
印
帳
の
記
載
に
い
ま
ひ
と
つ
信
頼
が
お
け
な
い
と
な
れ
ば
、
次

に
嵩
山
房
の
広
告
や
蔵
版
目
録
の
類
に
目
を
移
そ
う
。
ま
ず
嵩
山
房

の
出
版
物
に
付
さ
れ
る
広
告
。
奥
付
の
余
白
を
利
用
し
た
り
、
本
文

に
続
け
て
多
い
も
の
で
は
数
丁
に
わ
た
っ
て
綴
じ
込
ん
で
あ
っ
た
り

す
る
、
自
店
の
既
刊
や
近
刊
書
の
宣
伝
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
代
と
同

様
に
、
多
く
の
場
合
は
出
版
物
の
内
容
に
添
っ
た
広
告
を
載
せ
る
。

和
歌
の
書
物
な
ら
ば
歌
学
関
係
の
広
告
が
付
き
、
漢
詩
の
書
物
に
は

詩
学
関
係
の
広
告
を
付
け
る
と
い
う
よ
う
に
。
よ
っ
て
「
唐
詩
選
か

る
た
」
の
広
告
は
、
南
郭
校
訂
の
『
唐
詩
選
』
の
各
種
版
式
、
す
な
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わ
ち
私
に
呼
ぶ
小
字
素
読
本
、
無
点
本
、
四
声
片
仮
名
付
本
、
大
字

素
読
本
、
平
仮
名
付
本
な
ど
を
は
じ
め
、
漢
文
や
仮
名
に
よ
る
種
々

の
注
釈
書
や
石
摺
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
試
み
に
、
手
許
に
あ
る
嵩
山
房
の
『
唐
詩
選
』
の
関
連
書
を
す
べ

て
点
検
し
て
み
る
と
、
か
る
た
は
次
の
二
様
に
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。

「　

同
（
唐
詩
選
）　

絵
入

0

0　

詩
か
る
た　

箱
入　

」

「　

同
（
唐
詩
選
）　

詩
か
る
た
画
入

0

0　

五
言
絶
句　

箱
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
言
絶
句　

仝　
　

」

こ
れ
ら
の
広
告
が
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
頃
か
ら
現
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

後
に
か
る
た
の
刊
行
時
期
を
考
え
る
箇
所
に
述
べ
る
こ
と
と
し
、
今

は
と
り
あ
え
ず
、
傍
点
を
付
け
た
よ
う
に
、
や
は
り
絵
が
入
る
こ
と

を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
た
点
、
五
言
絶
句
と
七
言
絶
句
の

か
る
た
を
刊
行
し
て
い
た
点
、
箱
に
入
れ
て
売
ら
れ
て
い
た
点
な
ど

を
確
認
し
て
お
こ
う
。
た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
、
先
の
割
印
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
何
首
の
詩
を
扱
っ
た
も
の
な
の
か
ま
で
は
知
ら

れ
な
い
。

こ
う
し
た
不
足
を
補
う
た
め
に
、
時
代
は
降
る
が
明
治
に
入
っ
て

編
ま
れ
た
二
つ
の
嵩
山
房
の
蔵
版
目
録
を
用
い
て
お
き
た
い
。
こ
れ

ら
は
、
広
告
の
よ
う
に
自
店
の
出
版
書
を
か
い
つ
ま
ん
で
宣
伝
す
る

の
で
は
な
く
、
現
在
の
出
版
各
社
で
も
作
ら
れ
て
い
る
出
版
総
合
カ

タ
ロ
グ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
明
治
の
新
刊
書
に
加
え
、
江
戸
時

代
に
彫
刻
し
た
版
木
で
増
刷
で
き
る
書
物
も
一
覧
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
際
便
利
で
あ
る
。
一
つ
は
先
行
研
究
（
ニ
）
の
村
上
論
で
も
参

照
さ
れ
て
い
る
明
治
八
年
刊
行
の
『
嵩
山
房
蔵
版
目
録
』（『
書
誌
書

目
シ
リ
ー
ズ
⑫
近
世
後
期
書
林
蔵
版
書
目
集
』
所
収
、
ゆ
ま
に
書
房
、

昭
和
五
十
九
年
）
で
あ
る
。
特
に
区
分
は
設
け
ず
、
お
お
よ
そ
の
内

容
ご
と
に
発
売
書
籍
を
十
八
丁
に
わ
た
っ
て
列
挙
し
た
、
整
版
で
横

本
と
い
う
ま
だ
江
戸
の
名
残
の
あ
る
目
録
。『
唐
詩
選
』
の
関
連
書
は

冒
頭
に
置
か
れ
、
南
郭
校
訂
『
唐
詩
選
』
の
各
種
、
注
釈
書
類
に
続

い
て
、

同
（
唐
詩
選
）
か
る
た
五
言
五
十
首　

箱
入

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
拾
四
首　

同

同　
　
　
　
　
　
　
　

七
言
七
十
首　

同

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
首　

同

と
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
五
言
も
七
言
も
絶
句
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
型
に

詩
数
を
異
に
す
る
二
種
が
あ
り
、
合
計
四
つ
の
形
式
の
か
る
た
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
別
に
所
見
の
目
録
は
、
更
に
降
っ
て
明
治
二
十
四
年
の

刊
行
の
『
嵩
山
房
発
兌
書
目
』。
奥
付
に
『
印
刷
雑
誌
』
第
八
号
附
録

と
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
、
日
本
で
最
初
の
国
産
洋
装
活
版
本
『
改
正

西
国
立
志
編
』
を
刊
行
し
た
秀
英
舎
の
創
業
者
佐
久
間
貞
一
ら
が
創

刊
し
た
業
界
専
門
誌
で
、
嵩
山
房
は
そ
の
発
行
人
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
を
二
十
四
の
部
門
に
分
類
し
、
新
刊
書
の
多
く
に
は
詳
細
な
説

明
も
付
き
、
嵩
山
房
の
蔵
版
目
録
と
し
て
は
最
も
詳
し
い
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
全
九
十
三
頁
、
中
本
の
洋
装
活
版
本
。
表
紙
に
は
、

合
田
清
の
写
真
木
版
工
房
生
巧
館
に
よ
る
嵩
山
房
の
店
頭
風
景
の
図
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が
あ
る
の
も
楽
し
い
。
私
は
こ
の
目
録
を
国
立
公
文
書
館
で
閲
覧
し

た
。
さ
て
、『
唐
詩
選
』
の
関
連
書
は
詩
文
歌
学
部
門
の
う
ち
に
あ

り
、
若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
先
の
『
嵩
山
房
蔵
版
目
録
』
と
ほ

ぼ
同
じ
書
目
が
同
じ
順
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
か
る
た
の
記
載
は
次

の
と
お
り
。

同
（
唐
詩
選
）
骨
牌 
五

言

五
十
首　

桐
箱
入　

一
個　

正
価　

金
四
拾
銭

同　
　
　
　
　

七
十
四
首　

仝　
　
　

一
個　

同　
　

金
五
拾
銭

同　
　
　
　
　
　
　

 

七

言

七
十
首　

仝　
　
　

一
個　

同　
　

金
五
拾
銭

同　
　
　
　
　
　
　

百
首　

仝　
　
　

一
個　

同　
　

金
六
拾
銭

こ
こ
で
は
、
新
た
に
価
格
の
情
報
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。
折
角
な
の
で
、
比
較
の
対
象
と
し
て
他
の
書
物
の
価
格
も
列

挙
し
て
お
く
と
、
南
郭
校
訂
『
唐
詩
選
』
の
小
字
素
読
本
（
小
本
一

冊
）
は
十
五
銭
、
片
仮
名
付
本
（
小
本
三
冊
）
は
十
七
銭
、
大
字
素

読
本
（
半
紙
本
三
冊
）
は
二
十
二
銭
、
唐
音
付
本
（
中
本
一
冊
）
は

八
銭
、
平
仮
名
付
本
（
小
本
二
冊
）
は
十
二
銭
五
厘
、『
画
本
』
各
編

（
半
紙
本
五
冊
）
は
二
十
三
銭
と
あ
る
。
各
種
か
る
た
と
近
い
価
格
の

も
の
で
言
え
ば
、
千
葉
芸
閣
述
『
唐
詩
選
講
釈
』
増
補
新
版
（
半
紙

本
七
冊
、
全
二
百
八
丁
）
が
四
十
五
銭
、
伝
南
郭
述
『
唐
詩
選
国
字

解
』（
半
紙
本
四
冊
、
全
百
七
十
四
丁
）
が
五
十
銭
、
戸
崎
淡
園
著

『
唐
詩
選
箋
註
』（
半
紙
本
八
冊
、
全
三
百
四
十
四
丁
）
が
六
十
五
銭
。

こ
れ
ら
価
格
の
付
け
方
は
、
近
世
期
の
そ
れ
を
考
え
る
時
に
多
少
の

参
考
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
明

治
二
十
四
年
前
後
は
、『
値
段
史
年
表
：
明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
昭

和
六
十
三
年
、
朝
日
新
聞
社
）
を
見
る
と
、
白
米
十
キ
ロ
が
六
十
七

銭
（
明
治
二
十
五
年
）、
盛
り
そ
ば
、
か
け
そ
ば
が
一
杯
一
銭
～
一
銭

二
厘
（
明
治
二
十
年
～
二
十
七
年
）、
ビ
ー
ル
大
瓶
一
本
が
十
四
銭

（
明
治
二
十
五
年
）、
駅
弁
が
八
銭
～
十
二
銭
（
明
治
二
十
四
年
）
と

い
う
物
価
の
時
代
で
あ
る
。

話
を
本
筋
に
戻
そ
う
。
以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
嵩
山
房

の
「
唐
詩
選
か
る
た
」
に
は
、（
１
）�

五
言
絶
句
五
十
首
全
百
枚
、（
２
）�

五
言
絶
句
七
十
四
首
全
百
四
十
八
枚
、（
３
）�

七
言
絶
句
七
十
首
全
百

四
十
枚
、（
４
）�

七
言
絶
句
百
首
全
二
百
枚
、
の
四
種
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
り
得
た
。
こ
の
あ
た
り
で
、
か
る
た
の
実
物
を
述
べ
る
段
階
か

と
思
う
。

三
四
種
の
「
唐
詩
選
か
る
た
」
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
存
在
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
は
（
２
）
五
言
絶
句
七
十
四
首
全
百
四
十
八
枚
の
形

式
で
あ
る
。
論
述
の
都
合
か
ら
（
１
）
五
言
絶
句
五
十
首
全
百
枚
よ

り
先
に
、
こ
の
形
式
の
か
る
た
か
ら
述
べ
よ
う
。
七
十
四
首
と
い
う

の
は
、『
唐
詩
選
』
に
収
録
さ
れ
る
五
言
絶
句
（
巻
六
）
の
総
数
で
あ

る
。
は
や
く
は
先
行
研
究
の
（
イ
）
山
口
著
書
に
個
人
蔵
の
も
の
が
、

最
近
で
は
（
ト
）（
チ
）
の
吉
海
論
に
御
自
身
の
所
蔵
品
が
、
数
枚
の

写
真
と
と
も
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
私
は
迂
闊
に
も
長
い
間
両
氏
の

研
究
を
見
落
と
し
て
お
り
、
前
述
し
た
図
録
の
解
説
文
に
こ
れ
ら
の
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指
摘
を
活
か
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
熱
を
込
め
て
捜

索
で
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
こ
の
形
式
の
か
る
た

で
見
出
し
た
も
の
は
、
大
牟
田
市
立
三
池
カ
ル
タ
・
歴
史
資
料
館
蔵

品
、
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
蔵
品
（
平
成
二
十
三
年
度
に
購
入
）、

東
京
の
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
品
お
よ
び
個
人
蔵
品
の
四
例

に
達
す
る
。
嵩
山
房
の
各
種
か
る
た
の
な
か
で
は
残
存
例
が
飛
び
抜

け
て
多
く
、
最
も
よ
く
売
れ
た
の
が
こ
の
形
式
で
あ
っ
た
と
思
う
。

お
そ
ら
く
今
後
も
更
に
い
く
つ
か
は
現
れ
よ
う
。

山
口
、
吉
海
両
氏
の
報
告
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
最
も

原
状
を
保
つ
と
思
わ
れ
る
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
品
に
よ
っ

て
改
め
て
書
誌
を
述
べ
て
お
く
。
読
み
札
、
取
り
札
各
七
十
四
枚
、

縦
八
・
一
糎
、
横
五
・
六
糎
。
裏
貼
の
紙
は
薄う

す
は
な
だ縹色
。
賀
茂
真
淵
や

本
居
宣
長
ら
国
学
系
の
版
本
の
表
紙
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
、

落
ち
着
い
た
水
色
で
あ
る
。
近
世
期
に
刊
行
さ
れ
た
詩
か
る
た
の
裏

貼
の
紙
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
色
で
あ
る
。
読
み
札
は
、
画
面
を
ほ

ぼ
二
等
分
に
し
て
（
大
半
の
札
は
霞
を
か
た
ど
っ
た
線
を
真
ん
中
に

引
く
）、
上
に
詩
題
、
作
者
の
名
そ
し
て
起
句
と
承
句
を
四
・
四
・
二

の
字
配
り
で
三
行
に
記
し
、
下
に
絵
を
置
く
と
い
う
構
成
で
統
一
さ

れ
る
。
取
り
札
は
、
転
句
と
結
句
を
三
行
に
書
き
、
四
・
四
・
二
か
、

三
・
四
・
三
な
い
し
は
四
・
二
・
四
の
字
配
り
を
交
ぜ
て
変
化
を
も

た
せ
て
い
る
。

読
み
札
と
取
り
札
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
包
紙
が
あ
る
。
縦
八
・

〇
糎
、
横
二
十
八
・
九
糎
の
帯
状
の
紙
で
、
真
ん
中
に
札
の
山
を
置

い
て
左
右
か
ら
ぐ
る
り
と
包
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
桜
花
の
地
模

様
と
、
正
面
に
く
る
部
分
（
包
紙
の
右
端
に
当
た
る
）
の
飾
り
枠
は

水
色
、
枠
内
の
印
「
唐
詩
選
加
留
多
」（
読
み
札
の
包
紙
）、「
五
言
絶

句
」「
嵩
山
房
」（
取
り
札
の
包
紙
）
は
朱
色
の
二
色
刷
り
。
先
に
見

た
『
嵩
山
房
発
兌
書
目
』
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、
箱
の
材
質
は
桐
。

蓋
を
閉
め
た
状
態
の
外
寸
は
、
縦
十
・
二
糎
、
横
十
三
・
六
糎
、
高

さ
八
・
五
糎
。
蓋
の
天
板
は
盛も

り

付つ
け

（
か
ま
ぼ
こ
型
に
丸
み
を
付
け
る

仕
様
）
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
箱
の
身
の
内
側
中
央
に
仕
切

り
の
桟
が
渡
し
て
あ
る
こ
と
（
は
め
込
ま
れ
る
だ
け
で
固
定
さ
れ
て

は
い
な
い
）、
蓋
と
身
の
左
側
合
わ
せ
目
に
一
糎
四
方
の
「
嵩
山
」
の

朱
文
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。
実
見
し
た
四
例

の
う
ち
、
包
紙
と
元
箱
が
備
わ
る
の
は
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館

所
蔵
品
の
み
で
、
そ
の
写
真
は
前
述
の
図
録
の
参
考
図
版
34－

１
・

２
に
載
せ
て
お
い
た
。

次
に
読
み
札
の
絵
に
目
を
移
し
て
み
る
。
先
行
研
究
の�（
チ
）�

吉

海
論
に
お
い
て
『
画
本
』
と
の
関
連
が
大
ま
か
に
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
具
体
的
に
比
較
し
て
み
る
と
、
か
る
た
は
こ
と
ご
と
く
『
画
本
』

初
編
の
絵
を
踏
襲
し
て
い
る
。
小
さ
な
か
る
た
の
札
、
そ
れ
も
そ
の

下
半
分
と
い
う
狭
い
画
面
に
、
半
紙
本
の
見
開
き
で
一
図
を
な
す
橘

石
峰
の
絵
を
移
す
た
め
に
は
、

第
三
、
駱
賓
王
「
易
水
送
別
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
右
半
分
の
一
部
分
を
切
り
取
り
、
背
景
の
流

水
、
馬
を
曳
き
荷
を
担
う
二
人
の
従
者
を
省
く
（
図
一
参
照
）。
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（図一）左：五
（久留米大学御井図書館蔵）
言絶句かるた第３ 右：『

（同所蔵）
画本』初編巻一３ウ・４オ「易水送別」

（図二）左：五言絶句かるた第４ 右：『画本』初編巻一４ウ・５オ「贈喬侍御」

（図三）左：五言絶句かるた第８ 右：『画本』初編巻一８ウ・９オ「蜀道後期」
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（図四）左：五言絶句かるた第35 右：『画本』初編巻三６ウ・７オ「長干行」

（図五）左：五言絶句かるた第47 右：『画本』初編巻四４ウ・５オ「平蕃曲 其二」

（図六）左：五言絶句かるた第57 右：『画本』初編巻四14ウ・15オ「和張僕射塞下曲」



9 『比較文化年報』（久留米大学大学院比較文化研究科）第26輯 令和 ３年 ３月

嵩山房小林新兵衛の「唐詩選かるた」について �

第
四
、
陳
子
昻
「
贈
二

喬
侍
御
一

」
の
札

�
�『

画
本
』
か
ら
、
松
の
木
と
喬
侍
御
の
行
列
を
切
り
取
る
。
馬
車

を
画
面
か
ら
は
み
出
さ
せ
、
下
に
霞
を
置
く
こ
と
で
複
雑
な
描

線
を
削
ぐ
（
図
二
）。

第
八
、
張
説
「
蜀
道
後
レ

期
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
左
半
分
を
切
り
取
り
、
背
景
の
山
並
み
、
手
前

の
土
坡
、
従
者
の
二
人
を
省
く
（
図
三
）。

第
二
十
二
、
崔
国
輔
「
少
年
行
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
右
半
分
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
切
り
取
る
。

第
二
十
七
、
儲
光
羲
「
長
安
道
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
右
画
面
を
切
り
取
り
、
背
景
の
山
、
楼
閣
中
の
人
物

を
省
き
、
左
画
面
の
柳
を
手
前
に
置
い
て
複
雑
な
描
線
を
削
ぐ
。

な
ど
の
札
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
れ
こ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
『
画

本
』
の
絵
を
簡
略
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
略
化
し
に

く
い
場
合
に
は
、
第
三
十
五
の
崔
顥
「
長
干
行
」、
第
四
十
七
の
劉
長

卿
「
平
蕃
曲　

其
二
」、
第
五
十
七
の
盧
綸
「
和
二

張
僕
射
塞
下
曲
一

」

の
札
の
よ
う
に
、『
画
本
』
か
ら
離
れ
て
描
い
た
た
め
に
何
と
も
味
気

な
い
図
柄
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
も
あ
る
（
図
四
～
六
）。
し
か

し
大
多
数
の
札
に
お
い
て
は
、『
画
本
』
初
編
の
絵
を
小
画
面
に
活
か

す
努
力
が
払
わ
れ
て
お
り
、
嵩
山
房
の
「
唐
詩
選
か
る
た
」
が
『
画

本
』
か
ら
派
生
し
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

四
そ
し
て
保
留
し
て
お
い
た
（
１
）
五
言
絶
句
五
十
首
全
百
枚
の
形

式
の
か
る
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
（
ヘ
）
村
上
論
に

お
い
て
、
京
都
の
銭
屋
善
兵
衛
と
江
戸
の
西
村
源
六
が
安
永
二
年
十

二
月
二
十
五
日
に
連
名
で
出
版
申
請
し
た
「
唐
詩
絶
句
軽
多　

五
言

五
拾
首
」
の
版
木
を
、
嵩
山
房
が
後
に
譲
り
受
け
て
自
店
か
ら
出
版

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
銭
屋
の
か
る
た
は
読

み
札
、
取
り
札
に
片
仮
名
で
読
み
仮
名
を
ふ
っ
て
い
た
と
見
え
て
割

印
帳
の
記
載
に
は
、

唐
詩
絶
句
軽
多　

五
言
五
拾
首　
　
　

板
元　

京　

銭
屋
善
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
出
し　

西
む
ら
源
六

�
�

右
之
書
、
須
原
屋
新
兵
衛
方
片
カ
ナ
付
唐
詩
選
ニ
差
障
リ
候
ニ

付
、
記
文
を
除
売
出
申
候
筈
也
。
以
来
、
右
之
後
篇
出
来
候
ヘ

共
、
片
カ
ナ
付
ハ
相
除
、
双
方
相
対
致
得
心
、
割
印
出
申
し
候
。

と
、
嵩
山
房
が
自
店
の
『
唐
詩
選
』
片
仮
名
付
本
の
類
似
出
版
と
し

て
異
議
を
申
し
立
て
、
読
み
仮
名
を
除
く
と
い
う
条
件
で
申
請
を
許

可
し
た
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
村
上
氏
は
、
他
処
で
出
版
さ
れ
た
も

の
に
嵩
山
房
が
訴
え
を
起
こ
し
て
版
木
の
譲
渡
を
求
め
た
書
物
が
い

く
つ
か
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
銭
屋
の
か
る
た
も
そ
う
し
た
例
と
見

て
、
先
に
見
た
明
治
八
年
の
『
嵩
山
房
蔵
版
目
録
』
の
「
同
（
唐
詩

選
）
か
る
た
五
言
五
十
首
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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筋
が
通
っ
た
指
摘
だ
が
、
私
は
近
世
期
に
お
け
る
嵩
山
房
の
か
る

た
の
広
告
に
、
絵
入
り
で
あ
る
点
が
必
ず
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
や
は
り
注
視
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
同
時
に
ま
た
明
治
八

年
の
段
階
ま
で
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
旧
時
代
の
版
が
、
明
治

二
十
四
年
の
『
嵩
山
房
発
兌
書
目
』
に
お
い
て
は
多
く
が
削
除
、
す

な
わ
ち
絶
版
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
っ
て
お
き

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
第
一
に
『
蔵
版
目
録
』
で
「
唐
詩
選
小
本　

一
（
冊
）
／　

同　

古
版

0

0　

一
（
冊
）」
な
ど
と
「
古
版
」
と
記
さ
れ

る
、
近
世
期
に
彫
刻
さ
れ
た
版
。
第
二
に
明
治
に
入
っ
て
改
正
版
を

刊
行
し
た
書
物
の
旧
版
。
こ
れ
ら
は
み
な
『
発
兌
書
目
』
で
は
削
除

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
近
世
期
に
他
処
か
ら
版
木
を
譲
り
受
け
て
版

権
を
獲
得
し
た
書
物
も
、
ま
ま
こ
う
し
た
例
と
同
様
に
目
録
か
ら
外

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
井
白
蛾
著
『
唐
詩
児
訓
』（
宝
暦
九
年
序

刊
）、
服
部
南
郭
編
『
唐
詩
事
略
』（
宝
暦
十
年
刊
）、
田
島
養
元
校
訂

『
頭
書
唐
詩
選
』（
享
和
二
年
刊
）
な
ど
。
こ
れ
ら
は
明
治
の
半
ば
に

は
版
木
が
摩
滅
し
た
り
、
時
代
の
要
請
に
合
わ
な
く
な
っ
た
り
し
た

た
め
に
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
提
示
し
た
よ
う
に
、
明

治
八
年
と
二
十
四
年
の
二
つ
の
蔵
版
目
録
で
か
る
た
の
記
載
は
一
切

変
わ
っ
て
い
な
い
。
仮
に
村
上
説
の
と
お
り
、『
蔵
版
目
録
』
の
「
同

（
唐
詩
選
）
か
る
た
五
言
五
十
首
」
が
銭
屋
の
か
る
た
だ
と
し
て
、
安

永
二
年
の
古
版
が
削
除
さ
れ
ず
に
明
治
二
十
四
年
の
『
発
兌
書
目
』

に
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
考
え

て
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
は
や
は
り
実
物
に
即
し
て
、
こ
の
五
言
絶
句
五
十
首
の
か
る
た

は
前
節
で
述
べ
た
七
十
四
首
の
か
る
た
の
五
十
首
目
ま
で
を
ひ
と
揃

い
に
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち�（
１
）�

の
形
式
は�（
２
）�

の
形
式
の
縮
小

版
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
所
蔵
例
は
今
の
と
こ
ろ
、
架
蔵
の
も
の
以

外
に
知
ら
な
い
の
で
、
ま
だ
断
定
は
控
え
て
仮
説
と
し
て
お
こ
う
。

こ
れ
は
数
年
前
、
七
十
四
首
を
大
幅
に
欠
く
不
揃
品
と
し
て
売
ら
れ

て
い
た
も
の
。
札
の
損
傷
も
い
ち
じ
る
し
く
、
買
っ
た
当
初
は
粗
雑

に
扱
わ
れ
て
き
た
た
め
に
多
く
の
札
が
失
わ
れ
た
か
な
ど
と
安
直
に

考
え
て
し
ば
ら
く
放
っ
て
お
い
た
の
だ
が
、
後
日
改
め
て
み
る
と
読

み
札
、
取
り
札
と
も
に
丁
度
五
十
枚
、
そ
れ
も
原
『
唐
詩
選
』
巻
六

の
第
一
首
目
の
賀
知
章
「
題
二

袁
氏
別
業
一

」
か
ら
、
第
五
十
首
目
の

韋
応
物
「
秋
夜
寄
二

丘
二
十
二
員
外
一

」
ま
で
の
ひ
と
続
き
で
あ
る
。

ど
う
考
え
て
も
読
み
札
と
取
り
札
の
後
ろ
二
十
四
枚
が
均
等
に
散
逸

す
る
と
い
う
の
は
奇
妙
で
あ
り
、
こ
れ
は
は
じ
め
か
ら
読
み
札
、
取
り

札
五
十
枚
ず
つ
の
か
る
た
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
痛
々
し
い
ま
で
の
札
の
傷
み
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

こ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
近
世
期
に
は
各
地
で
行
わ
れ
、
現

在
で
は
三
重
県
桑
名
地
方
に
残
る
、
い
わ
ゆ
る
漢
詩
か
る
た
の
こ
と

で
あ
る
。
文
政
年
間
に
藩
主
松
平
定
信
が
当
地
へ
伝
え
、
戦
前
ま
で

は
旧
藩
士
を
中
心
に
盛
ん
に
遊
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
当
時
を
知
る

古
老
は
、
正
月
に
な
る
と
毎
晩
か
る
た
を
戦
わ
す
朗
吟
が
家
々
か
ら

聞
こ
え
た
こ
と
や
、
多
勢
が
車
座
で
あ
る
い
は
源
平
二
軍
に
分
か
れ

て
競
い
合
い
、
取
っ
た
札
を
膝
の
下
に
し
ま
う
ま
で
奪
い
合
う
と
い
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う
勇
壮
な
遊
び
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
深
く
語
っ
て
い
る
（
長

谷
川
健
二
氏
「「
詩
か
る
た
」
に
つ
い
て
」、
三
重
県
郷
土
資
料
叢
書

第
十
六
集
『
桑
名
の
無
形
文
化
財
「
詩
か
る
た
」』
所
収
、
昭
和
四
十

四
年
、
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
）。
桑
名
の
風
習
を
嵩
山
房
の
か
る

た
に
無
理
に
結
び
付
け
る
必
要
は
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
使
い
古
さ
れ

た
嵩
山
房
の
か
る
た
を
目
撃
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
取
り
札
は

ど
れ
も
紙
が
毛
羽
立
つ
ほ
ど
擦
れ
て
文
字
が
消
え
か
か
り
、
縦
に
横

に
深
く
折
り
曲
げ
ら
れ
た
も
の
、
焦
げ
跡
が
付
く
も
の
ま
で
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
眺
め
て
い
る
と
、
嵩
山
房
の
か
る
た
が
桑
名
の
風
習
の
よ

う
に
遊
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
、
生
活
史
的
な
資
料
の
よ
う

に
も
見
え
て
く
る
（
図
七
）。
書
誌
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
読
み

札
、
取
り
札
各
五
十
枚
。
札
の
寸
法
と
裏
貼
り
の
紙
は
（
２
）
の
形

式
の
か
る
た
に
同
じ
。
元
箱
と
包
紙
は
も
ち
ろ
ん
失
わ
れ
、
蓋
が
な

い
あ
り
合
わ
せ
の
桐
箱
に
札
が
裸
の
ま
ま
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

五
残
る
は
（
３
）
七
言
絶
句
七
十
首
全
百
四
十
枚
、（
４
）
七
言
絶
句

百
首
全
二
百
枚
の
形
式
。
現
在
、（
３
）
は
三
例
の
所
在
を
確
認
し
て

い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
（
４
）
は
ま
だ
現
品
を
見
出
す
機
会
に

恵
ま
れ
な
い
。
た
だ
、
五
言
の
か
る
た
に
お
け
る
推
測
を
こ
こ
へ
も

あ
て
は
め
れ
ば
、（
３
）
は
（
４
）
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
唐

詩
選
』
に
収
録
さ
れ
る
七
言
絶
句
（
巻
七
）
は
百
六
十
五
首
。（
４
）

（図七）
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の
形
式
の
か
る
た
で
最
大
取
り
上
げ
る
百
首
と
い
う
数
は
、
そ
の
約

六
割
に
当
た
る
。
百
首
の
選
び
方
は
、
次
に
述
べ
る
（
３
）
の
形
式

の
か
る
た
の
順
番
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、『
唐
詩
選
』
巻
七
に

お
け
る
配
列
順
に
百
首
を
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
取

り
上
げ
る
詩
で
具
体
的
に
言
え
ば
、
左
の
通
り
と
な
る
。

（
３
）
…　

�
王
勃
「
蜀
中
九
日
」
か
ら
杜
甫
「
解
レ

悶
」
ま
で
の
七

十
首
。

（
４
）
…　

�

王
勃
「
蜀
中
九
日
」
か
ら
韓
翃
「
送
三

客
知
二

鄂
州
一

」

ま
で
の
百
首
。

ま
た
『
画
本
』
と
の
関
係
を
考
え
て
お
く
と
、『
画
本
』
の
七
言
絶

句
の
部
は
二
編
（
寛
政
二
年
刊
）
と
四
編
（
寛
政
五
年
）。
や
は
り
原

『
唐
詩
選
』
巻
七
の
配
列
通
り
に
、
二
編
で
七
十
七
首
を
、
三
編
で
残

り
の
八
十
八
首
を
絵
解
き
に
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、（
３
）
の

形
式
の
か
る
た
は
『
画
本
』
二
編
の
第
七
十
首
目
ま
で
の
絵
を
、
そ

し
て
（
３
）
を
包
含
す
る
（
４
）
の
形
式
の
か
る
た
は
『
画
本
』
二

編
の
す
べ
て
と
四
編
の
第
二
十
三
首
目
ま
で
の
絵
を
も
と
に
作
ら
れ

て
い
る
と
、
一
応
は
推
測
さ
れ
よ
う
。（
４
）
の
か
る
た
を
実
見
し
な

い
今
、（
３
）
の
か
る
た
を
観
察
し
て
、
以
上
の
推
測
を
補
強
し
て
お

こ
う
。

こ
れ
ま
で
に
見
出
せ
た
の
は
、
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
蔵
品
（
平

成
三
十
一
年
度
に
購
入
）、
架
蔵
の
も
の
、
そ
れ
に
神
戸
女
子
大
学
・

神
戸
女
子
短
期
大
学
須
磨
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
も
一
本
が
所
蔵
さ

れ
る
こ
と
を
、
同
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
平
成
二
十
九

年
度
の
展
示
紹
介
記
事
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
以
上
、
合
計
三
例
。
原

状
を
保
つ
架
蔵
品
に
よ
っ
て
書
誌
を
記
す
。
読
み
札
、
取
り
札
各
七

十
枚
、
縦
八
・
一
糎
、
横
五
・
六
糎
。
薄
縹
色
の
裏
貼
。
読
み
札
は
、

詩
題
、
作
者
の
名
、
起
句
と
承
句
な
ど
の
余
白
に
絵
を
置
い
た
よ
う

な
画
面
構
成
で
、
文
字
と
絵
を
整
然
と
区
分
し
た
五
言
か
る
た
と
は

趣
が
違
っ
て
い
る
。
取
り
札
に
お
け
る
転
句
と
結
句
の
書
き
方
も
一

風
変
わ
っ
て
お
り
、
一
見
み
な
四
行
に
書
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実

は
左
か
ら
横
書
き
に
四
・
四
・
四
・
二
の
字
配
り
で
書
く
も
の
（
一

～
四
十
枚
目
）、
左
か
ら
縦
書
き
に
四
・
三
・
四
・
三
の
字
配
り
で
書

く
も
の
（
四
十
一
～
六
十
枚
目
）、
右
か
ら
縦
書
き
に
四
・
三
・
四
・

三
の
字
配
り
で
書
く
も
の
（
六
十
一
～
七
十
枚
目
）
が
混
在
す
る
。

順
当
な
書
字
方
向
の
札
は
わ
ず
か
に
十
枚
、
そ
の
他
を
原
則
外
の
書

字
方
向
に
書
く
こ
と
で
、
札
を
と
る
者
の
目
を
く
ら
ま
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
で
は
ほ
と
ん
ど
満
足
に
遊
べ
な
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

包
紙
と
箱
は
、
お
よ
そ
五
言
か
る
た
に
同
じ
。
包
紙
の
枠
内
に
「
唐

詩
選
加
留
多
」、「
七
言
絶
句
」「
嵩
山
房
」
の
印
。
箱
の
寸
法
は
、
蓋

を
閉
め
た
状
態
で
縦
十
・
四
糎
、
横
十
三
・
七
糎
、
高
さ
八
・
三
糎
。

な
お
久
留
米
大
学
蔵
品
は
包
紙
、
元
箱
と
も
残
る
が
、
札
の
一
部
（
読

み
札
の
第
十
八
、
取
り
札
の
第
十
八
、
四
十
五
、
五
十
）
と
箱
の
蓋

を
欠
く
。
た
だ
し
刷
り
は
よ
く
、
裏
貼
の
水
色
が
や
や
濃
い
。
こ
れ

に
対
し
て
架
蔵
の
も
の
は
、
札
の
絵
や
文
字
の
線
が
心
な
し
か
鈍
い
。

幕
末
か
ら
明
治
の
後
刷
り
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
わ
り
に
札
、
包
紙
、
元
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箱
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
ま

た
二
つ
の
札
の
山
に
は
薄
茶
色

の
紙
製
の
帯
が
か
か
る
。
も
と

も
と
備
わ
る
も
の
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
付

記
し
て
お
こ
う
（
図
八
・
九
）。

次
に
読
み
札
の
絵
の
入
れ
方

だ
が
、
こ
れ
も
五
言
か
る
た
と

は
ま
る
で
異
な
っ
て
い
る
。
し

ば
ら
く
一
枚
目
の
札
か
ら
順
を

追
っ
て
『
画
本
』
二
編
の
絵
と

照
合
し
て
み
る
。

第
一
、
王
勃
「
蜀
中
九
日
」
の
札
。
蜀
（
今
の
四
川
省
）
を
旅
す

る
王
勃
が
、
重
陽
の
節
句
（
九
月
九
日
）
に
友
人
た
ち
と
詩
を
唱
和

し
た
と
い
う
「
望
郷
台
」（
台
は
見
晴
ら
し
の
よ
い
高
い
建
物
）
を
描

く
が
、『
画
本
』
の
四
方
に
欄
干
が
あ
る
壮
麗
な
台
と
は
全
く
違
う
。

こ
れ
は
、
後
の
札
で
も
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
平
住
専
庵
編
、
橘
守

国
画
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』（
享
保
四
年
刊
）
巻
三
「
宮
室
」
門
の
「
台う

て
な」

の
図
に
拠
る
（
図
十
・
十
一
）。

第
二
、
杜
審
言
「
渡
二

湘
江
一

」
の
札
。
杜
審
言
が
南
方
へ
流
さ
れ

る
途
中
、
湘し

ょ
う
こ
う江（
湖

南
省
を
縦
断
し
て
洞

庭
湖
に
入
る
川
）
を

屋
形
船
で
渡
る
図
柄
。

『
画
本
』
で
は
杜
審

言
一
行
が
船
へ
向

か
っ
て
お
り
、
船
に

は
屋
根
も
な
い
。
ま

た
承
句
「
今
春
花
鳥

作
二

辺
愁
一

」（
今
春�

花
鳥��
辺
愁
を
作な

す
）

を
表
す
景
物
と
し

て
、
札
は
若
柳
を
、

『
画
本
』
は
一
斉
に

（図八）（図九）

（図十一）『唐土訓蒙図彙』巻三「宮室」門、「台」図（架蔵）
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芽
吹
く
草
木
を
描
い
て
お
り
、
こ
の
点
も
一
致
し
な
い
（
図
十
二
）。

続
く
第
三
、
杜
審
言
「
贈
二

蘇
綰
書
記
一

」
の
札
は
、
従
軍
し
て
北

方
へ
赴
く
蘇そ

綰わ
ん

を
送
別
す
る
詩
か
ら
、
軍
隊
を
連
想
し
て
四
頭
の
馬

が
引
く
兵へ

い

車し
ゃ

（
戦
闘
に
用
い
る
車
。
戎じ

ゅ
う
し
ゃ車と
も
）
を
描
く
。
こ
れ
も

『
訓
蒙
図
彙
』
に
拠
り
、
巻
八
の
「
器
用
」
門
に
見
え
る
「
周

し
う
の
げ
ん
じ
ゅ
う

元
戎

図
」
と
「
秦

し
ん
の
せ
う
じ
ゅ
う

小
戎
図
」
を
合
成
す
る
。
武
装
し
て
馬
に
乗
る
蘇
綰
を

描
い
た
『
画
本
』
と
は
全
く
の
無
縁
（
図
十
三
・
十
四
）。

と
、
こ
こ
ま
で
は
『
画
本
』
と
関
連
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、『
訓
蒙
図

彙
』
の
よ
う
な
他
の
書
物
に
頼
る
図
柄
も
あ
る
。
し
か
し
、
第
四
の

杜
審
言
「
戯
贈
二

趙
使
君
美
人
一

」
の
札
に
進
む
と
少
し
調
子
が
変
わ

り
、
美
し
く
着
飾
っ
て
馬
を
走
ら
せ
る
女
性
（
趙
使
君
の
妾
）
は
、

『
画
本
』
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
な
く
も
な
い
（
図
十
五
）。
第
五
の

劉
廷
琦
「
銅
雀
台
」
の
札
も
、『
画
本
』
の
画
面
左
奥
の
山
々
―
魏
の

武
帝
（
曹
操
）
が
建
て
た
銅
雀
台
の
跡
―
を
、
第
六
の
沈
佺
期
「
邙ぼ

う

山ざ
ん

」
の
札
も
、『
画
本
』
の
画
面
左
上
の
邙
山
―
洛
陽
の
北
郊
に
あ
る

墓
地
と
し
て
有
名
な
山
―
の
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
切
り
取
っ
て
描
い
た

か
（
図
十
六
・
十
七
）。
こ
れ
ら
は
、
こ
と
さ
ら
に
『
画
本
』
に
拠
ら

な
く
て
も
描
け
る
程
度
の
類
似
と
言
え
そ
う
だ
が
、
七
枚
目
以
降
の

札
に
も
『
画
本
』
と
の
か
す
か
な
交
渉
が
点
々
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、

や
は
り
こ
の
か
る
た
が
『
画
本
』
二
編
に
も
と
づ
き
な
が
ら
制
作
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
十
七
、
李
白
「
聞
三

王
昌
齢
左
二

遷
竜
標
尉
一

遙
有
二

此
寄
一

」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
手
前
に
描
か
れ
る
岩
と
楊
柳
を
切
り
取
る
か

（
図
十
八
）。

第
十
八
、
李
白
「
黄
鶴
楼
送
三

孟
浩
然
之
二

広
陵
一

」
の
札

�
�『

画
本
』
の
、
凹
凸
が
あ
る
外
壁
で
囲
ま
れ
た
黄
鶴
楼
と
、
遠
く

を
行
く
帆
船
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
（
図
十
九
）。

第
二
十
五
、
李
白
「
与
二

史
郎
中
欽
一

聴
二

黄
鶴
楼
上
吹
笛
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
左
の
凹
凸
が
あ
る
外
壁
で
囲
ま
れ
た
楼
閣
を
切

り
取
る
（
図
二
十
）。

第
二
十
六
、
李
白
「
春
夜
洛
城
聞
レ

笛
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
左
遠
景
に
見
え
る
、
城
壁
を
切
り
取
る
。

第
二
十
七
、
王
昌
齢
「
春
宮
曲
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
奥
に
描
か
れ
る
宮
殿
と
月
を
切
り
取
る
。

第
三
十
六
、
王
昌
齢
「
従
軍
行　

其
三
」
の
札

（図十四）『唐土訓蒙図彙』巻八「器用」門、「周
元戎図」「秦小戎図」
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（図十）左：七
（架蔵）
言絶句かるた第１ 右：『

（久留米大学御井図書館蔵）
画本』二編巻一１ウ・２オ「蜀中九日」

（図十二）左：七言絶句かるた第２ 右：『画本』二編巻一２ウ・３オ「渡湘江」

（図十三）左：七言絶句かるた第３ 右：『画本』二編巻一３ウ・４オ「贈蘇綰書記」
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（図十五）左：七言絶句かるた第４ 右：『画本』二編巻一４ウ・５オ「戯贈趙使君美人」

（図十六）左：七言絶句かるた第５ 右：『画本』二編巻一５ウ・６オ「銅雀台」

（図十七）左：七言絶句かるた第６ 右：『画本』二編巻一６ウ・７オ「邙山」
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（図十八）左：七言絶句かるた第17 右：『画本』二編巻一16ウ・17オ「聞王昌齢左遷龍標尉遥有此寄」

（図十九）左：七言絶句かるた第18 右：『画本』二編巻二１ウ・２オ「黄鶴楼送孟浩然之広陵」

（図二十）左：七言絶句かるた第25 右：『画本』二編巻二８ウ・９オ「与史郎中欽聴黄鶴楼上吹笛」
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�
�『

画
本
』
の
絵
の
岩
山
（
中
央
）、
関
所
（
左
）、
城
壁
（
右
）
を

モ
チ
ー
フ
と
す
る
。

第
四
十
四
、
王
維
「
九
月
九
日
憶
二

山
中
兄
弟
一

」
の
札

�
�

一
見
、
無
縁
の
よ
う
だ
が
、
居
室
の
側
に
芭
蕉
と
松
を
添
え
る

の
は
、『
画
本
』
を
踏
ま
え
る
か
。

第
四
十
八
、
賈
至
「
春
思　

其
一
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
絵
の
背
景
に
描
か
れ
る
岩
、
楊
柳
、
桃
花
を
切
り
取
る
。

第
五
十
三
、
賈
至
「
岳
陽
楼
重
宴
三

王
八
員
外
貶
二

長
沙
一

」
の
札

�
�『

画
本
』
の
絵
の
遠
景
に
見
え
る
、
山
々
と
水
面
を
切
り
取
る
。

第
六
十
二
、
岑
参
「
赴
二

北
庭
一

度
レ

隴
思
レ

家
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
松
に
と
ま
る
鸚
鵡
の
図
を
単
純
化
し
て
踏
襲
す
る
。

第
六
十
五
、
岑
参
「
山
房
春
事
」
の
札

�
�『

画
本
』
の
画
面
奥
に
描
か
れ
る
、
竹
林
に
囲
ま
れ
た
山
家
と
そ

の
上
を
飛
ぶ
烏
を
切
り
取
る
。

と
は
言
え
、
右
以
外
の
大
半
の
札
に
お
い
て
『
画
本
』
の
絵
が
捨

て
ら
れ
、
新
た
な
図
柄
が
準
備
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
答
え
は
結
局
、
制
作
に
当
た
っ
た
無
名
の
画
工
の
美
的
感
覚
に
よ

る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
か
る
た
の
形
態
的
な
観
点
か
ら
考
え

て
次
の
よ
う
な
理
由
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
七
言
の
か
る
た
は
五
言
の

そ
れ
に
比
べ
て
読
み
札
に
記
す
字
数
が
当
然
多
く
な
る
。
加
え
て
『
唐

詩
選
』
の
七
言
絶
句
に
は
詩
題
が
長
い
も
の
も
多
く
、
そ
の
場
合
は

絵
を
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
は
さ
ら
に
狭
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
鈴
木
芙

蓉
が
描
く
『
画
本
』
二
編
の
精
密
な
絵
は
、
実
に
活
用
し
づ
ら
い
も

の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。『
画
本
』
に
拠
ら
な
い
札
の
図
柄
に
は
、

単
な
る
山
水
だ
と
か
、
山
家
だ
と
か
、
楼
閣
だ
と
か
、
さ
し
て
詩
意
と

関
係
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
略
画
を
描
く
も
の
が
多
い
。
第
十
五
の
李
白

「
上
皇
西
二

巡
南
京
一

歌　

其
一
」
の
札
（『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
巻
八
「
器

用
」
門
の
「
大だ

い

輅ろ

」
と
「
玉ぎ

ょ
く輅ろ

」
の
図
を
合
成
す
る
）
や
、
第
五
十

四
の
岑
参
「
封
大
夫
破
二

播
仙
一

凱
歌　

其
一
」
の
札
（
同
書
巻
三
「
宮

室
」
門
の
「
城
」
の
一
部
を
切
り
取
る
）
の
よ
う
に
、『
訓
蒙
図
彙
』

に
拠
る
も
の
も
依
然
と
し
て
見
え
て
い
る
。
同
書
の
挿
図
は
、
文
字

の
余
白
に
入
れ
る
中
国
の
文
物
風
俗
を
描
く
小
さ
な
絵
を
準
備
す
る

に
は
、
格
好
の
粉

本
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
あ
る
い
は
、

第
五
十
八
の
岑
参

「
逢
二

入
レ

京
使
一

」

と
第
六
十
一
の
岑

参
「
送
二
人
還
京
」

と
い
う
近
接
す
る

札
に
描
か
れ
た
ほ

ぼ
同
じ
図
柄
な
ど

は
、
五
言
絶
句
を

絵
解
き
し
た
『
画

本
』
初
編
の
儲
光

羲
「
洛
陽
道
」
の

（図二十一）七言絶句かるた第58・第61
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絵
を
参
照
し
た
と
見

て
よ
ろ
し
い
か
（
図

二
十
一
・
二
十
二
）。

詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、

『
画
本
』
二
編
の
外

に
拠
り
所
を
求
め
た

例
は
更
に
多
く
見
出

さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
新
た
に

多
く
の
札
絵
を
準
備

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
画
工
の
苦
心
の
あ

ら
わ
れ
で
あ
る
。

六
嵩
山
房
の
四
種
の
か
る
た
、
す
な
わ
ち
（
１
）
五
言
絶
句
五
十
首

全
百
枚
、（
２
）
五
言
絶
句
七
十
四
首
全
百
四
十
八
枚
、（
３
）
七
言

絶
句
七
十
首
全
百
四
十
枚
、（
４
）
七
言
絶
句
百
首
全
二
百
枚
の
す
べ

て
が
、『
画
本
』
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述

べ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
で
取
り
上
げ
る
詩
を
絵
解

き
し
た
『
画
本
』
の
刊
行
年
時
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、（
２
）
と
（
４
）

の
刊
行
は
、

（
２
）
五
言
絶
句
七
十
四
首
全
百
四
十
八
枚

�
�
 

…　
『
画
本
』
初
編
が
刊
行
さ
れ
た
天
明
八
年
以
降
。

（
４
）
七
言
絶
句
百
首
全
二
百
枚

�
�
 �

…　
『
画
本
』
の
二
編
（
寛
政
二
年
刊
）
と
四
編
（
寛
政
五

年
刊
）
が
出
揃
っ
た
寛
政
五
年
以
降
。

と
、
ご
く
お
お
ま
か
に
見
当
が
付
け
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
す
で
に
提

出
し
て
お
い
た
嵩
山
房
の
広
告
を
再
び
思
い
返
す
と
、
五
言
と
七
言

の
区
分
を
記
さ
な
い
、

Ａ
「　

同
（
唐
詩
選
）　

絵
入　

詩
か
る
た　

箱
入
」

と
、
そ
れ
を
明
記
す
る
、

Ｂ
「　

同
（
唐
詩
選
）　

詩
か
る
た
画
入　

五
言
絶
句　

箱
入

�
�
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

七
言
絶
句　

仝�

」

と
い
う
二
様
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
私
の
手
許
の
資
料
と
い
う
限
ら

れ
た
範
囲
で
の
調
査
だ
が
、
さ
ら
に
見
当
を
狭
め
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
広
告
の
出
現
の
時
期
を
考
え
る
。
Ａ
の
広
告
は
た
だ
の
一
点
、

寛
政
八
年
刊
行
の
宇
野
東
山
述
『
唐
詩
選
解
』
の
奥
付
の
広
告
に
し

か
見
出
せ
な
い
。
そ
の
後
に
現
れ
る
の
が
Ｂ
の
広
告
で
、
こ
れ
は
文

化
四
年
刊
行
の
小
字
素
読
本
『
唐
詩
選
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
る
「
嵩

山
房
蔵
板
目
録
」
に
初
め
て
現
れ
、
か
る
た
の
広
告
と
し
て
は
こ
れ

が
幕
末
ま
で
繰
り
返
し
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

仮
に
、
Ａ
の
広
告
を
五
言
の
か
る
た
だ
け
を
宣
伝
し
た
も
の
と
考

え
れ
ば
、（
２
）
五
言
絶
句
七
十
四
首
の
刊
行
は
天
明
八
年
か
ら
寛
政

八
年
の
間
、
そ
し
て
（
４
）
七
言
絶
句
百
首
の
刊
行
は
寛
政
五
年
か

（図二十二）『画本』初編巻二12ウ・13オ「洛陽道」
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ら
文
化
四
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ａ
の
広
告
を
五
言
と
七
言

の
か
る
た
を
ま
と
め
て
単
に
「
詩
か
る
た
」
と
呼
ん
で
宣
伝
し
た
も

の
と
考
え
る
な
ら
、（
２
）（
４
）
の
か
る
た
は
と
も
に
、
寛
政
五
年

か
ら
寛
政
八
年
の
間
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず

れ
に
考
え
て
も
、『
画
本
』
各
編
と
の
前
後
関
係
に
矛
盾
を
き
た
す
こ

と
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
（
２
）
の
五
言
か
る
た
が
出
来
上
が
る

に
は
、『
画
本
』
初
編
が
天
明
八
年
に
出
て
な
お
し
ば
ら
く
の
時
間
を

要
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、（
２
）（
４
）

の
短
縮
版
で
あ
る
（
１
）
五
言
絶
句
五
十
首
全
百
枚
と
（
３
）
七
言

絶
句
七
十
首
全
百
四
十
枚
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

私
は
明
治
期
の
蔵
版
目
録
よ
り
ほ
か
の
文
献
に
記
さ
れ
た
例
を
知
ら

な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
は
明
治
に
入
っ
て
の
刊
行
と
も
、
ま
た
単
な

る
短
縮
版
で
あ
る
か
ら
（
２
）（
４
）
と
同
時
の
刊
行
と
も
、
ど
ち
ら

に
考
え
て
も
何
ら
差
し
支
え
は
な
い
。

述
べ
て
き
た
よ
う
に
嵩
山
房
の
「
唐
詩
選
か
る
た
」
の
残
存
例
は

多
く
は
な
い
。
か
つ
て
編
ん
だ
図
録
を
補
足
す
る
意
味
も
か
ね
て
、

（
２
）
五
言
絶
句
七
十
四
首
全
百
四
十
八
枚
と
（
３
）
七
言
絶
句
七
十

首
全
百
四
十
枚
の
か
る
た
の
全
写
真
を
本
稿
の
末
に
付
し
て
お
く
。

前
者
は
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
の
蔵
品
、
後
者
は
架
蔵
の
も
の
で

あ
る
。

（
付
記
）
資
料
捜
索
の
う
え
で
入
口
敦
志
氏
、
古
賀
知
行
氏
に
は
貴
重
な
御
教

示
を
い
た
だ
き
、
調
査
に
つ
い
て
は
大
牟
田
市
立
三
池
カ
ル
タ
・
歴
史
資
料

館
、
神
戸
女
子
大
学
・
神
戸
女
子
短
期
大
学
須
磨
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
、
中

野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
各
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ま
た
本
稿
を

な
す
に
あ
た
り
、
矢
毛
達
之
氏
に
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
謝
申

し
上
げ
る
。
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1－2

3－1 駱賓王「易水送別」

4－2

1－1 賀知章「題袁氏別業」

2－2

4－1 陳子昻「贈喬侍御」

2－1 楊炯「夜送趙縦」

3－2

○
唐
詩
選
か
る
た
五
言
絶
句
七
十
四
首

　
　
　

読
み
札
・
取
り
札
各
七
十
四
枚　

一
箱

�

（
近
世
後
期
）
刊

�
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
蔵
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6－1 廬僎「南楼望」

7－2

9－1 張九齢「照鏡見白髪」

5－2

7－1 蘇頲「汾上驚秋」

8－2

5－1 郭振「子夜春歌」

6－2

8－1 張説「蜀道後期」
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10－2

12－1 李白「怨情」

13－2

10－1 �遜逖「同洛陽李少府観永楽公主入蕃」

11－2

13－1 李白「秋浦歌」

9－2

11－1 李白「静夜」

12－2
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15－1 李白「見京兆韋参軍量移東陽」

16－2

18－1 王維「雑詩」

14－2

17－2

14－1 李白「独坐敬亭山」

15－2

17－1 王維「班婕妤」

16－1 王維「臨高台」
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21－1 崔国輔「長信章」

22－2

19－1 王維「鹿柴」

20－2

22－1 崔国輔「少年行」

18－2

20－1 王維「竹里館」

21－2
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24－1 孟浩然「春暁」
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27－1 儲光羲 ｢長安道｣

23－2

25－1 孟浩然「洛陽訪袁拾遺不遇」

26－2

23－1 孟浩然「送朱大入秦」

24－2

26－1 儲光羲「洛陽道」



27 『比較文化年報』（久留米大学大学院比較文化研究科）第26輯 令和 ３年 ３月

嵩山房小林新兵衛の「唐詩選かるた」について �

28－2

30－1 王昌齢「答武陵田太守」

31－2

28－1 儲光羲「関山月」

31－1 裴迪「孟城坳」

27－2

29－1 王昌齢「送郭司倉」

30－2

29－2
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33－1 杜甫「復愁」

34－2

36－1 高適「詠史」

32－2

34－1 杜甫「絶句」

35－2

32－1 裴迪「鹿柴」

33－2

35－1 崔顥「長干行」
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37－1 高適「田家春望」

38－2

40－1 王之渙「登鸛鵲楼」

36－2

38－1 岑参「行軍九日思長安故園」
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41－2

43－1 李頎「奉送五叔入京兼寄綦母三」

44－2

41－1 祖詠「終南望余雪」

42－2

44－1 丘為「左掖梨花」
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48－1 銭起「逢俠者」

49－2

46－1 劉長卿「平蕃曲 其一」

49－1 銭起「江行無題」

45－2

47－1 劉長卿「平蕃曲 其二」

48－2

47－2
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51－1 韋応物「聴江笛送陸侍御」

52－2

54－1 皇甫冉「婕妤怨」

50－2

52－1 韋応物「聞雁」

53－2

50－1 韋応物「秋夜寄丘二十二員外」
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53－1 韋応物「答李澣」
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57－1 盧綸「和張僕射塞下曲」

58－2

55－1 朱放「題竹林寺」

56－2

58－1 司空曙「別盧秦卿」

54－2

56－1 耿湋「秋日」
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61－2

63－1 劉禹錫「秋風引」

59－2

61－1 令狐楚「思君恩」
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59－1 李益「幽州」
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62－1 柳宗元「登柳州蛾山」
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67－2

64－1 呂温「鞏路感懐」

65－2

67－1 文宗皇帝「宮中題」

63－2

65－1 孟郊「古別離」

66－2
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69－1 薛瑩「秋日湖上」

70－2

72－1 無名氏「伊州歌 其二」

68－2

70－1 荊叔「題慈恩塔」

71－2

68－1 于武陵「勧酒」

69－2

71－1 無名氏「伊州歌 其一」
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74－2

1－1 王勃「蜀中九日」

72－2

74－1 太上隠者「答人」
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詩
選
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る
た
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絶
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七
十
首

�

読
み
札
・
取
り
札
各
七
十
枚　

一
箱

�

（
近
世
後
期
）
刊

�

架
蔵

73－2
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3－1 杜審言「贈蘇綰書記」

4－2

6－1 沈佺期「邙山」

2－2

4－1 杜審言「戯贈趙使君美人」

5－2

2－1 杜審言「渡湘江」

3－2

5－1 劉廷琦「銅雀台」
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9－1 王翰「涼州詞」

10－2

7－1 宋之問「送司馬道士遊天台」

8－2

10－1 李白「清平調詞 其一」

8－1 張説「送梁六」

9－2

6－2
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12－1 李白「清平調詞 其三」

13－2

15－1 李白「上皇西巡南京歌 其一」

11－2

14－2

11－1 李白「清平調詞 其二」

12－2

14－1 李白「峨眉山月歌」

13－1 李白「客中行」
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18－1 李白「黄鶴楼送孟浩然之広陵」

19－2

16－1 李白「上皇西巡南京歌 其二」

17－2

19－1 李白「陪族叔刑部侍郎曄及中書舎人賈至遊洞庭湖」

15－2

17－1 李白「聞王昌齢左遷竜標尉遙有此寄」

18－2
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21－1 李白「早発白帝城」

22－2

24－1 李白「越中懐古」

20－2

22－1 李白「秋下荊門」

23－2

20－1 李白「望天門山」

21－2

23－1 李白「蘇台覧古」
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25－2

27－1 王昌齢「春宮曲」

25－1 李白「与史郎中欽聴黄鶴楼上吹笛」

26－2

28－1 王昌齢「西宮春怨」

24－2

26－1 李白「春夜洛城聞笛」

27－228－2
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30－1 王昌齢「長信秋詞」

31－2

33－1 王昌齢「出塞行」

29－2

31－1 王昌齢「青楼曲」

32－2

29－1 王昌齢「西宮秋怨」

30－2

32－1 王昌齢「閨怨」
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34－2

36－1 王昌齢「従軍行 其三」

37－2

34－1 王昌齢「従軍行 其一」

35－2

33－2

35－1 王昌齢「従軍行 其二」

36－237－1 王昌齢「梁苑」
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39－1 王昌齢「送薛大赴安陸」

40－2

42－1 王昌齢「重別李評事」

38－2

40－1 王昌齢「送別魏三」

41－2

38－1 王昌齢「芙蓉楼送辛漸」

39－2

41－1 王昌齢「盧渓別人」
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43－2

45－1 王維「与盧員外象過崔処士興宗林亭」

46－2

43－1 王維「少年行」

44－2

46－1 王維「送韋評事」

42－2

44－1 王維「九月九日憶山中兄弟」

45－2
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48－1 賈至「春思 其一」

49－2

51－1 賈至「初至巴陵与李十二白同泛洞庭湖」

47－2

49－1 賈至「春思 其二」

50－2

47－1 王維「送沈子福之江南」

48－2

50－1 賈至「西亭春望」
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52－2

54－1 岑参「封大夫破播仙凱歌 其一」

55－2

52－1 賈至「送李侍郎赴常州」

53－2

55－1 岑参「封大夫破播仙凱歌 其二」

51－2

53－1 賈至「岳陽楼重宴別王八員外貶長沙」

54－2
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57－1 岑参「玉関寄長安李主簿」

58－2

60－1 岑参「虢州後亭送李判官使赴晋絳得秋字」

56－2

58－1 岑参「逢入京使」

59－2

56－1 岑参「苜蓿烽寄家人」

57－2

59－1 岑参「磧中作」
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61－2

63－1 岑参「酒泉太守席上酔後作」

64－2

61－1 岑参「送人還京」

62－2

64－1 岑参「送劉判官赴磧西」

60－2

62－1 岑参「赴北庭度隴思家」

63－2
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67－2

69－1 杜甫「奉和厳武軍城早秋」

65－2

67－1 杜甫「贈花卿」

68－2

65－1 岑参「山房春事」

66－2

68－1 杜甫「重贈鄭錬」

66－1 儲光羲「寄孫山人」
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70－2 70－1 杜甫「解悶」 69－2
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